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◆ 芸術学専攻アドミッション・ポリシー 

【求める人物像】 

・多様な芸術作品や芸術に関する現象に興味を持ち、それらについての知見や情報を進んで収集する

意欲を持つ人 

・芸術についての知識や思想を「言葉」によって表現し、他者と知的なコミュニケーションを交わす

ことに関心がある人 

・日々読書に親しんで知的好奇心を満たし、感性や言葉を磨こうとする人 

・現代社会における芸術のあり方を考え、その未来を展望することを目指す人 

・芸術作品を積極的に鑑賞し、また制作や芸術運動への参加を通じて、具体的な経験に即した思考を

行える人 

 

【入学前に身につけてほしい学習成果】 

・基礎的な学力（国語、外国語、その他の科目） 

・理解可能な明瞭な言葉で論述するために必要な基礎的能力 

・論理的思考力、他者とのコミュニケーション能力、主体的な学習意欲 

 

【入学者選抜区分】 

・芸術学専攻では、一般選抜（前期日程）、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施する。 

 

【入学者選抜試験の基本方針と実施】 

１．一般選抜 

・大学入学共通テストにおいて国語、外国語及び任意の1科目の合計3科目を課し、芸術学専攻での学習

に必要な基礎的知識や論理的思考力を測ります。 

・個別テスト等においては、「小論文」ないしは「実技検査 素描」を実施する。「小論文」では芸術へ

の関心の高さや、自説を論理的に展開し表現できるかを、また「実技検査 素描」では外面構成、

空間、形、量感の理解と表現力という基本的なデッサン力を測り、評価します。 

・面接試験においては、総合的な評価をおこなうために、質問に対する受け答えに加え、調査書等を

活用します。複数の教員が専攻で定めた評価基準を基に個々に採点し、集計した結果により評価し

ます。 

・大学入学共通テスト、個別試験、面接の結果を総合して評価を決定します。 

 

２．学校推薦型選抜 

・個別テスト等(小論文)は遠隔入試（提出型）で実施します。 

・各受験者に対し、複数の教員が専攻で定めた評価基準を基に個々に採点し、集計した結果により評

価します。 

・口述試験は、遠隔入試（オンライン型）で実施します。提出された小論文についての質問に対する

回答を、複数の教員が専攻で定めた評価基準を基に個々に採点し、集計した結果により評価します。 

・面接は、遠隔入試（オンライン型）で実施します。面接においては総合的な評価をおこなうため、

質問に対する回答のほか、調査書及び高等学校長からの推薦書、志願理由書等を活用しつつ評価し

ます。複数の教員が専攻で定めた評価基準を基に個々に採点し、集計した結果により評価します。 

・小論文、口述試験、面接の結果を総合して評価を決定します。 

 

３．総合型選抜 

小論文（出願時に提出）、ゼミナール試験（対面）、面接（対面）によって審査を行い、「小論文」

では論理的な思考力を、「ゼミナール試験」では模擬授業や グループディスカッション等を通じての

理解力やコミュニケーション・プレゼンテーション能力を、「面接」では上記「小論文」やその他出

願書類を活用して、多面的・総合的な評価を行います。 

  


